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vol.35平成 29 年 5 月 3 日（水・祝）に高野町まちかどサロンがオープンし、愛称を記念式典で

発表しました。
広報にて募集を行い、応募された愛称を審査した結果、高野山小学校 5 年生　角

かど

濱
はま

芙
ふた

葉
ば

さんの「高野町まちかどサロン～縁
えん

～」が選ばれました。
角濵さんは「住んでいる人も高野山に来る人もみんなこの場所から良い縁が始まれば

いいな」という思いを込めて応募してくれました。
これから、愛称の～縁～の趣旨に沿えるよう、人の縁を大切にする始まりの場所を目

指します。

高野町まちかどサロンがオープン「愛称は～縁
えん

～」



平成29年5月26日  第35号  (2)高　　KOYA　　野

西
鄕
八
幡
神
社
へ
は
、
高
野
山
か
ら
京
大
坂
道
を

下
り
神
谷
の
黒
石
か
ら
右
手
の
道
を
下
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
道
は
古
く
か
ら
あ
り
東ひ

が
し
ご
う鄕

（
九
度
山
町
）

へ
と
続
く
道
で
す
。東
鄕
か
ら
は
三み

尾お

川が
わ

を
渡
っ
て
、

西
へ
急
坂
を
500
ｍ
余
り
登
っ
た
山
の
中
腹
に
西
鄕
八

幡
神
社
は
所
在
し
ま
す
が
、
現
在
東
鄕
か
ら
の
道
は

わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
西
鄕
と
東
鄕
は
三み

お
が
わ
の
ご
う

尾
川
鄕
と
い
う
荘
に
所

属
す
る
村
で
し
た
。
こ
の
荘
を
流
れ
る
谷
川
は

楊よ
う
り
ゅ
う
ざ
ん

柳
山
・
銅あ

か
が
だ
け

が
嶽
・
高
野
山
の
三
山
か
ら
流
れ

出
て
い
る
こ
と
か
ら
三
尾
川
と
い
い
ま
す
。

西
鄕
八
幡
神
社
は
一
村
の
氏
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
き
ま
し
た
。『
和
歌
山
県
神
社
誌
』
に
よ
る

と
主
祭
神
は
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
、
市い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
比
売
命
、
菅す

が
わ
ら
の原

道み
ち

真ざ
ね

、
八は

ち
お
う
じ
し
ん

王
子
神
、
金か

な
や
ま
ひ
こ
の
み
こ
と

山
彦
命
、
大お

お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
乃
命
、

摩ま
り
し
て
ん

利
子
天
で
す
。
境
内
に
は
本
殿
、
神
饌
所
、
社
務

所
、
一
ノ
鳥
居
、
二
ノ
鳥
居
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇

八
）
や
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
建
立
さ
れ
た
石

燈
籠
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
芝
生
の
敷
地
で

三
尾
川
と
谷
向
か
い
の
山
を
眺
め
る
風
景
が
た
い
へ

ん
美
麗
で
す
。

（
教
育
委
員
会
）

6
月
4
日　

　

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
７
伊
都
地
方
発
表
大
会

6
月
4
日　

林
野
火
災
消
火
訓
練

6
月
15
日　

青
葉
ま
つ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

う
つ
向
い
て
ラ
ン
プ
の
如
く
鈴
蘭
花
　
　

富
桝
　
公
子

新
緑
の
山
一
面
に
風
渡
る
　
　
　
　
　
　

森
口
　
妙
子

薄
暑
来
る
丹
生
都
比
売
社
チ
ェ
ロ
響
く
　

南
　
ひ
と
み

鉢
植
え
の
君
影
草
の
香
り
け
り
　
　
　
　

中
垣
内
　
富
貴
代

子
の
掘
り
し
筍
飯
は
若
き
味
　
　
　
　
　

油
田
　
英
子

６月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

西に
し

鄕ご
う

八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

（
西
鄕
）

20



(3) 第35号 平成29年5月26日高　　KOYA　　野
　

新
緑
が
萌
え
る
六
月
十
五
日
、
高
野

山
で
は
宗
祖
降
誕
会
（
青
葉
ま
つ
り
）

が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
元
々
、

六
月
十
五
日
は
真
言
宗
八
祖
（
密
教
を

伝
え
た
八
人
の
高
僧
で
、
お
大
師
様
は

第
八
祖
に
あ
た
る
）
の
一
人
、
不
空
三

蔵
が
亡
く
な
っ
た
日
で
あ
り
、
お
大
師

様
は
不
空
三
蔵
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ

る
と
い
う
信
仰
か
ら
、
こ
の
日
が
宗
祖

降
誕
会
と
さ
れ
ま
し
た
。
降
誕
会
が
始

め
ら
れ
た
江
戸
時
代
は
金
堂
で
厳
修
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
四
（
一
九
一

五
）
年
に
大
師
教
会
の
大
講
堂
に
移
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
朝
、
大
師
教
会
の
大
講
堂
に

は
稚
児
大
師
像
が
祀
ら
れ
、
一
山
の
僧

侶
を
は
じ
め
高
野
山
高
校
生
、
専
修
学

院
生
が
出
仕
し
ま
す
。
い
ち
早
く
登
壇

し
た
式
師
が
講
式
を
読
み
、
法
会
が
始

ま
り
ま
す
。
高
野
山
の
法
会
の
ほ
と
ん

ど
は
山
内
住
職
が
頭
人
（
お
経
や
声
明

の
頭
の
部
分
を
唱
え
る
人
）
な
ど
の
役

を
務
め
ま
す
が
、
降
誕
会
は
高
野
山
高

校
生
が
役
を
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
授

業
で
習
っ
た
声
明
を
日
々
練
習
し
、
大

勢
の
参
拝
者
や
山
内
住
職
が
見
守
る

中
、
緊
張
に
震
え
な
が
ら
も
大
役
を

務
め
る
高
校
生
達
の
姿
は
、
初
々
し
く

も
ど
こ
か
逞
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
中

で
も
、
一
段
高
い
壇
上
で
一
人
、
一
五

分
ほ
ど
の
祭
文
（
本
尊
や
祖
師
な
ど
の

徳
を
讃
歎
し
、
供
養
の
意
趣
を
述
べ
て

祈
念
す
る
、
神
道
で
言
う
と
こ
ろ
の

祝の
り
と詞

。
声
高
に
唱
え
、
一
字
一
字
に
華

や
か
な
節
が
つ
く
）
を
唱
え
る
生
徒

は
、
毎
日
声
が
枯
れ
る
ま

で
練
習
を
し
て
、
一
堂
に

響
き
渡
る
澄
み
切
っ
た
声

で
こ
の
役
を
勤
め
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
職
衆
が
壇

上
に
上
が
り
灌
沐
を
し
て

法
会
は
締
め
く
く
ら
れ
ま

す
。
極
度
の
中
大
役
を
務

め
終
わ
っ
た
高
野
山
高
校

生
は
、
一
安
心
し
た
よ
う

な
明
る
い
笑
顔
で
、
後
の

稚
児
行
列
の
準
備
に
向
か

い
ま
す
。

　

法
会
が
終
わ
っ
た
後
、

大
師
教
会
に
祀
ら
れ
て
い

た
稚
児
大
師
像
が
運
び
出

さ
れ
、
午
後
か
ら
盛
大
に

行
わ
れ
る
稚
児
行
列
の
中
心
と
な
っ
て

高
野
山
の
町
内
を
横
断
し
ま
す
。
高
野

山
高
校
生
に
よ
る
新
大
師
音
頭
、
稚
児

大
師
音
頭
、
高
野
山
小
学
生
の
鼓
笛
隊

な
ど
が
、
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
う
街

道
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
す
。
毎
年
変

わ
る
稚
児
大
師
役
の
園
児
や
祭
り
を
華

や
か
に
彩
る
青
葉
娘
な
ど
、
見
所
満
載

の
高
野
山
随
一
イ
ベ
ン
ト
を
是
非
と
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

高
野
山
真
言
宗

　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１

宗
祖
降
誕
会
に
つ
い
て

金剛峯寺
通 　信



本
町
が
平
成
28
年
6
月
に
公
表
し
た
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
、
お
話
し
し

ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設

が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
等
は
建
設
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
大
規
模

改
修
や
修
繕
、
建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
社
会
構
造
の
変
化
及
び
社
会
保
障
費
の
増
加
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
税

収
の
減
少
等
、
将
来
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
に
お
い
て
は
、「
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
急
速
な
進
展
に
対
し
、「
新

し
く
造
る
こ
と
」
か
ら
「
賢
く
使
う
こ
と
」
へ
の
重
点
化
が
課
題
で
あ
る
。」
と
の
認
識
の
も
と
、

平
成
25 

年
11 

月
に
、「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
各
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
も
速
や
か
に
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画（
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
）
策
定
す
る
よ
う
に
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
、
県
内
の
団
体
の
中
で
も
い
ち
早
く
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
役
場
庁
舎
等
の
建
物
系

施
設
、
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
系
施
設
に
つ
い
て
、
総
量
や
老
朽
化
状
況
等
の
現
状
を
取
り
ま
と
め
、

今
後
の
維
持
管
理
や
新
設
等
に
係
る
基
本
方
針
を
左
記
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

建
物
系
施
設

■ 

単
独
で
の
新
規
施
設
の
建
築
は
、
実
施
し
な
い
。
新
規
施
設
は
、
原
則
、
複
合
施
設
と
す
る
。

■ 

人
口
動
向
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
施
設
の
総
量
を
削
減
ま
た
は
施
設
の
用
途

や
機
能
を
変
更
す
る
。

■
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
等
を
行
い
、
長
く
安
全
に
使
う
。

イ
ン
フ
ラ
系
施
設

■
計
画
的
な
修
繕
を
行
う

■
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
行
う

■
施
設
を
安
全
で
長
期
的
に
使
用
す
る
。

今
後
は
、
高
野
町
公
共
施
設
等
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
本
町
に
と
っ
て
最
適
な
公
共
施
設
等
の

あ
り
方
を
検
証
し
ま
す

本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
公
共
施
設
等
の
現
状
を
報
告
し
、
幅
広
く
皆
様
か
ら
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
コ
ラ
ム
で
は
、「
高
野
町
の
公
共
施
設
」
に
つ
い
て
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課  

庶
務
係   

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
０
０

ＦＡＸ
０
７
３
６
︱
56
︱
４
７
４
５

M
ail

：soum
u@

tow
n.koya.w

akayam
a.jp

ご
存
知
で
す
か
？
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
！

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

コ ラ ム

平成29年5月26日  第35号  (4)高　　KOYA　　野

高
野
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
宣
言

わ
た
く
し
た
ち
高
野
町
民
は
、

世
界
遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
及
び
文
化

郷
土
の
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、
心
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

こ
こ
に
高
野
町
を

｢

生
涯
学
習
の
ま
ち｣

と

す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

町
民
の
文
化
的
意
識
と
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
た
め
の
意
識
を
高
め
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
平
成
29
年
3
月
31
日
に

高
野
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
宣
言
を
制
定
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
高
野
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

☎
０
７
３
６

－

56

－

３
０
５
０

高
野
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
宣
言



(5) 第35号 平成29年5月26日高　　KOYA　　野

４
月
か
ら
勤
務
す
る

新
し
い
先
生
を

紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
、
本
年
度
よ
り
着
任
し
ま
し
た

田
中
瑛
一
朗
（
た
な
か
え
い
い
ち
ろ
う
）
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
山
口
県
で
す
が
、
縁
あ
っ
て
昨
年

よ
り
和
歌
山
県
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
自
治
医
科
大
学
を

卒
業
し
、
山
口
の
へ
き
地
診
療
所
な
ど
で
勤
務
し
た
後
に
、
日
本
赤
十

字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
・
呼
吸
器
内
科
で
、
主
に
救
急
領
域
で
の

経
験
を
積
み
ま
し
た
。
希
望
し
て
い
た
高
野
山
総
合
診
療
所
に
派
遣
と

な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
医
療
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、

期
待
に
少
し
で
も
応
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
の
努
力
は
惜
し
み
ま
せ

ん
。高

野
町
の
方
々
の
、
健
康
で
笑
顔
の
あ
る
生
活
の
そ
ば
に
、
寄
り
添
っ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
こ

と
で
も
相
談
し
に
診
療
所
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

高
野
山
総
合
診
療
所　

☎
０
７
３
６

－

56

－

２
９
１
１

診療所
だより

田
た

中
なか

 瑛
えい

一
いち

朗
ろう

先生

ひ

と

こ

と

新
緑
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
高
野
町
消
防
団
の

活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
儀
、
こ
の
た
び
伝
統
あ
る
高
野
町
消
防
団
の
第
15
代
団
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
関
係
機
関
の
方
々
を
は
じ
め
、
団
員
皆
様
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
消
防
・
防
災
に
対
し
、
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
消
防
団
は
、
明
治
27
年
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
消
防
組
（
消

防
団
の
前
身
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
約
120
年
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
気
持
ち
で
、
今
ま
で
以
上
に
訓
練
と
教
養
を
重
ね
、
技
術
と
知
識
の
向

上
を
図
り
、
従
来
に
も
増
し
て
地
域
に
密
着
し
、
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
組
織
を
構

築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
前
団
長
同
様
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
29
年
4
月

高野町消防団長
中前　好史

新
消
防
団
長就

任
挨
拶
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高野山設置のゴミ箱について高野山設置のゴミ箱について

【問い合わせ】　産業観光課　観光振興係　☎0736－56－3443

【問い合わせ】　人事院近畿事務局　試験第二係　☎06－4796－2191

【問い合わせ】　産業観光課　観光振興係　☎0736－56－3443

　多くの参拝・観光のお客さまをお迎えする高野山地区の環境美化を目的として、

まち中数ヶ所にごみ箱を設置していますが、生活ごみ等の混入が非常に目立ちます。

　町民の皆さまには、ご家庭から出た生活ごみ等を投入しないようお願いいたします。

「お山を美しくする会」からのお知らせ

産業観光課からのお知らせ

1. 清 掃 日　　
　　【春季】平成29年6月8日（木） （雨天時、6月9日（金））
2. 開始時間　　6：30

記

町内一斉清掃のお知らせ
　恒例となっております町内一斉清掃を、本年も実施することに決定いたしましたのでお知らせ
いたします。皆様のご協力を宜しくお願いいたします。
　尚、ゴミの分別につきましてもご協力を戴きますようお願いいたします。

■申込受付期間

◎インターネット（原則）

　6月19日（月）～6月28日（水）

○郵送または持参

　6月19日（月）～6月21日（水）

　（通信日付印有効）

■第 1次試験日　　9 月 3 日（日）

■試 　 験 　 地　　大阪府ほか

■ 受験資格等の詳細は人事院ホームページ

　　　　　　　　「国家公務員試験採用情報 NAVI」へ

ご家庭から出る生活ゴミは、各ご家庭で正しい方法で処理しましょう！

平成29年度国家公務員採用一般職試験（高卒者試験）
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※ 図書の貸し出しはお一人 5 冊まで、期間は 2 週間です。
※ まだ図書室利用カードをお持ちでない方は、ぜひこの機会に作られてみてはいかがでしょうか。

【問い合わせ】高野町中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076

◦ 図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本がございまし

たらお申込みください。

◦ 図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係員におた

ずねください。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）

お知らせ

6月24日（土）  14:00 より、高野町まちかどサロン～縁
え ん

～でボランティアによるよみ
きかせの会を開催します。幼児から小学生向けですが、大人の方もお
楽しみください。事前の申し込みは不要ですので、お気軽にお越しく
ださい。

イベントの
お知らせ

中央公民館

成人式開催日時 平成30年1月初旬
応募要項

対 象 者：平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれの方

募集人数：10 名程度

応募方法：電話、FAX（任意様式：住所・氏名・電話番号）

締　　切：平成29年7月31日（月）

平成30年  成人式実行委員メンバー募集
一生に一度の成人式に実行委員として参加し、自分たちの成人式を作ってみませんか。

高野町では、成人式の企画・運営を新成人が行う、実行委員会形式を予定しています。

晴れ着をまとい、大人への仲間入りをした皆さんが一堂に会する成人式にあたって、

自ら何をしたいか考え、企画立案し実行していくのが実行委員会です。『あなたの力』を

活かし、新成人の心に残るオリジナルな成人式のかたちを作ってください。

【問い合わせ】教育委員会　社会教育係　成人式担当
TEL.0736―56―3050・FAX.0736―56―4831

ご応募お待ちして
おります。
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TOPICS   ３月
TOPICS   1月

TOPICS   11～12月

100歳長寿
お祝い

高野山大学で講義

アジサイ植栽体験

管内小中学校入学式
4月6日

4月20日

4月1０日

4月7日 4月10日 4月11日

4 月 6 日に峯 八重子さん
の 100 歳ご長寿のお祝いに
町長が峯さんの元へ伺いました。

町長から話しかけると峯さん笑顔で応えていまし
た。

高野山大学の学生が高野山及び周辺地域について
学ぶ講義で、町長が「高野町地方行政と現状課題へ
の取り組み」と題して大学生に高野町について講義
をし、終了後も学生達と意見交換をしました。

高野町緑化推進協議会によるアジサイの植栽体験
を行いました。

緑の募金事業を活用し、平成 29 年 4 月 10 日に
高野山森林公園内アジサイ園にて植栽体験を行いま
した。多数の参加者が集い、色とりどりのやまアジ
サイを植栽し、足を運ばれるたくさんの方を迎え入
れるべく整備を行いました。

4 月 7 日に高野山小学校では 27 名（男 14 名、
女 13 名）、4 月 10 日に花坂小学校で男の子が 1 名
入学しました。4 月 11 日に高野山中学校で入学式
が行われ 15 名（男 7 名、女 8 名）が入学しました。

▶︎
花
坂
小
学
校
入
学
式

◀
高
野
山
小
学
校
入
学
式

◀
高
野
山
中
学
校
入
学
式



(9) 第35号 平成29年5月26日高　　KOYA　　野

歩道を確保できない区間（役場横から鶯谷方面約 140 ｍ）
の道路に、歩行者の安全性・優先度を高めるため、カラー舗
装を施しました。自動車等で通行する場合や、歩行者の方も
十分気を付けて通行してください。

舗装を新しくしました！

第1回　
町民教養講座 御影供の法要

4月29日 4月22日、
23日

4 月 29 日（土）社会教育委員の西辻政親氏による
町民教養講座が開催されました。

参加者 28 名は、摩尼山御嶽尾の山道を散策しな
がら「春の山菜」について学び、又山菜の天ぷらを
いただき皆さん大変楽しい時間を過ごしました。

4 月 22 日（土）、富貴トレーニングセンターにて
富貴の方が集まり、23 日に阿弥陀院で行われる御
影供の餅巻きの
準備に町長が参
加しました。

みなさんと餅
つきをして、た
のしく餅を丸め
ながら交流しま
した。

平成 29 年春の叙勲において、苗代豊彦氏
（元高野町消防団副団長）が「瑞宝単光章」
を受章されました。

苗代氏は、昭和 47 年 1 月 18 日に消防団
員を拝命以来、33 年 3 ヶ月にわたり、安心・
安全な、まちづくりのため消防団活動に尽力
され、地域防災の発展や団員の指導育成など
に貢献した功績が認められたものです。

平成 29 年 5 月 8 日、県庁において県知事
より勲章等の伝達を受けられました。

謹んでお祝い申し上げますとともに、今後
一層のご活躍をお祈り申し上げます。

春の叙勲　
苗代豊彦氏が受章



　日　　時：6月13日（火）　13：00～16：00まで
　場　　所：高野町役場　1 階住民ホール
　相談内容：消費生活に関する心配事や悩み事、クーリングオフ、訪問販売、　　　　　　　
　　　　　　悪質リフォームなど
　　　　　　　※専門の相談員が対応します。電話での相談も受付けます。

　
　　　　　　　高野町相談会の日以外も対応します。
　紹　　介：和歌山県消費生活センター（和歌山ビッグ愛 8F）　☎ 073－433－1551

【問い合わせ】総務課　消費生活相談係　☎ 0736－56－3000

6月の消費生活相談会のお知らせ

相談は無料で秘密は厳守します
毎月第2火曜日に開催しています

【問い合わせ】和歌山地方法務局人権擁護課　和歌山県人権擁護委員連合会　☎073－422－5131

期　　間：6月26日（月）から7月2日（日）までの7日間
時　　間：8：30から19：00まで
　　　　　ただし、土・日曜日については、10：00から17：00まで
電話番号：0120－007－110（全国共通・無料）
　　　　　　　※おかけ間違いのないようお願いいたします。
相談内容：いじめや虐待などの子供に関する人権なんでも相談
　　　　　 　相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局員又は人権擁護

委員が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。

強化週間を実施します！
「子どもの人権110番」全国一斉

平成29年5月26日  第35号  (10)高　　KOYA　　野

人権擁護委員による相談所を下記のとおり開設いたします。
日常生活において心配事・悩み事等がありましたらお気軽にご相談にお越し下さい。
相談は、無料で秘密は厳守します。

「人権擁護委員の日」です!

【問い合わせ】総務課　窓口係　☎0736－56－3000

記
相談開設日　平成29年6月1日（木）　13:00～15:00
相 談 場 所　高野町役場　2階小会議室

人権特設相談について

6月1日
は

一人で悩まず相談して下さい。
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平成29年度　狩猟免許関係　日程表

狩猟免許の取得を検討されている方へ

1. 狩猟免許試験の日時および場所

3. 狩猟免許更新に係る適正検査及び講習の日時及び場所

2. 狩猟者講習会　　＊一般社団法人和歌山県猟友会主催　＊対象：狩猟免許試験申請者

※ 申 込 先　　振興局農業水産振興課又は県猟友会各支部 
※ 申込期限　　7 月実施分　6月5日（月）から6月23日（金）まで

（申請期間は 3 週間、申請の締切は試験日 3 週間前の週末金曜日）

申 込 先　　住所地を管轄する振興局農業水産振興課に講習日の 10 日前までに申し込むこと。
問合せ先　　県庁農業環境・鳥獣害対策室又は各振興局農業水産振興課
＊免許更新は 3 年毎

　狩猟免許試験の実施前に初心者講習会が開催されますが、一定の条件を満たせばその講習会に係る費用
に対し補助金が交付されます。

【問い合わせ】　高野町役場　産業観光課　産業振興係　☎0736－56－3443
　　　　　　　伊都振興局　農業水産振興課　　　　　☎0736－33－4930

＜わな猟免許＞

＜第一種銃猟免許＞

開催月日 曜日 開始時刻 会場名 所在地
7 月 15 日 土 正午 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通一丁目 1 番地

開催月日 曜日 開始時刻 会場名 所在地 担当振興局
7 月 13 日 木 13:30 伊都総合庁舎 橋本市市脇四丁目 5 － 8 伊都
7 月 26 日 水 13:30 和歌山ビッグ愛 和歌山市手平二丁目 1 － 2 海草

対象者 農作物に被害を与える有害鳥獣の捕獲に取り組む者

対象となる
経費

狩猟免許試験のための初心者講習会の受講費
◦ 鳥獣保護管理法第 39 条第 3 項に掲げる免許をいずれも有しない者
　上限 10,000 円
◦鳥獣保護管理法第 39 条第 3 項に掲げる免許のいずれかを有する者 
　上限 5,000 円

交付条件
平成 29 年度に実施する狩猟免許試験に合格すること。
※原則として狩猟者登録が必要です。
　29 年度の免許講習費用のみが助成対象となります。

　　鳥獣保護管理法：鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

対象者 農作物に被害を与える有害鳥獣の捕獲に取り組む者

対象となる
経費

①猟免許試験のための初心者講習会の受講費
◦鳥獣保護管理法第 39 条第 3 項に掲げる免許をいずれも有しない者
　上限 10,000 円
◦鳥獣保護管理法第 39 条第 3 項に掲げる免許のいずれかを有する者 
　上限 5,000 円
②猟銃所持許可を受けるための射撃教習費用　上限 37,000 円

交付条件

狩猟免許試験に合格しかつ猟銃所持許可証の交付を受けていること。
※原則として狩猟者登録が必要です。
　 前年度の 2 月 1 日から 1 月 31 日までの期間に第一種銃猟免許を取得するための講

習会及び猟銃所持許可を受けるための射撃教習に参加することが条件（いずれか一
方が前々年度の 2 月 1 日から 1 月 31 日までの間に参加している場合を含む）。

開催月日 曜日 開始時刻 会場名 所在地

7 月 2 日 日 9：00 ～
16：00 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通一丁目 1 番地



児童手当・特例給付を受給している方は、毎年６月に現
況届を提出する必要があります。

これは、毎年６月１日の世帯状況を現況届により高野町
に届けを出し、引き続き受給資格があるか確認するための
ものです。

対象の方には５月末より順次で現況届を送付しますので、
必要書類を添付し提出してください。

現況届の提出がない場合は、６月分以降の児童手当が受
給できなくなりますので、期限内に必ず提出してください。

　※  5 月以降に初めて高野町で認定請求した方（5 月に
第 1 子が生まれた方、5 月に高野町へ転入した方な
ど）は提出の必要はありません。

1. 提出期間
　平成29年6月1日（木）～30日（金）
　受付時間：8：30 ～ 17：00
　※特別受付期間
　　（1）6月  7日（水）・21日（水）　17：00 ～ 19：00
　　（2）6月17日（土）・18日（日）     8：30 ～ 17：00
　　　　ただし、富貴支所は閉庁

2. 提出先
　高野町役場福祉保健課こども支援係又は富貴支所
3. 提出書類
〇必ず提出が必要なもの
　◦児童手当・特別給付　現況届
　◦受給者の健康保険証のコピー
　◦個人番号（請求者及び配偶者）
　〇このほか下記の書類を提出いただく場合があります。
　　◦ 平成 29 年度（平成 28 年分）受給者及びその配偶者

の課税証明書（平成 29 年 1 月 1 日に高野町に住民
登録がない方）

　　　※ 証明証の名称は市町村により異なります。所得・
控除内容・不要人数等が確認できるものをお願い
します。

　　　※ 配偶者が受給者の税法上の扶養になっている場合
は、配偶者の所得証明は不要です。

　　◦養育申立書（父母以外が受給者になっている方）
　　◦ 別居監護　生計同一申立書（児童と別居していて、

児童の住民登録が高野町外にある方）
　　◦児童の世帯全員の住民票（児童と別居している方）

6月は児童手当現況届の提出月です

【問い合わせ】福祉保健課　こども支援係　☎0736－56－2933
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集 団 検 診 の お 知 ら せ

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係　☎0736－56－2933

検診名 対象者 受診料 実施日／会場

特定健診

40 ～ 74 歳の国保加入者
（および社会保険の被扶養者）    500 円

6月 7日（水）　
　　高野町保健福祉センター 
6月 8日（木）　
　　高野町保健福祉センター 

（受付時間　8：30～ 11：00）

※ 協会けんぽや共済組合等の被扶養者については、事前
に加入保険宛てに受診申込みをする必要があります。

※ 特定健診を受診された方にはゴミ袋を差し上げます。

肺 / 胃 / 大腸
がん検診 40 歳以上の高野町住民 無　料

子宮がん検診 20 歳以上の高野町住民 1,000 円 6月 8日（木）　
　　高野町保健福祉センター

（受付時間　13：30～ 15：00）乳がん検診 30 歳以上の高野町住民 2,000 円

受診をご希望の方は、郵送した案内書に附属の申込ハガキのご利用、もしくは、
高野町役場　福祉保健課（☎ 0736－56－2933）までお電話をお願いします。

日　時 場　所

平成29年6月5日（月）
10:00～11；00 東富貴多目的センター 4／ 26実施分

平成29年6月12日（月）
10:00～11；00 筒香多目的センター 5／ 10実施分

集団健診結果説明会を
右記の日程で行います。

皆さま、お誘いあわせの上、
是非お越しください。
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医 療 費 助 成 制 度医 療 費 助 成 制 度医 療 費 助 成 制 度

障がい者やひとり親家庭、子どもを対象に、支払った医療費の全額を福祉医療費（重度心身障害児者・
ひとり親・乳幼児・就学児）として助成しています。

　所得制限がありますが、これまで該当しなかった人も所得の変動や家族の扶養状況の見直しなど
によって所得制限範囲となり、助成が受けられる場合がありますので、詳しくはお問合せください。

※ 上記のほか、医療費助成の種類によって、身体障害者手帳、療育手帳、県外受診に関しては、医
療費の領収書などが必要になります。

　 　また、転入により当町で所得及び課税状況等が把握できない人は、前住所地市町村において所
得証明または課税証明（控除のわかるもの）が必要です。

申請手続きに必要なもの（共通）
　○印　鑑　　　○医療保険証　　○預金通帳　

※加入する医療保険から高額療養費や付加給付金が支給される場合は、その額を除きます。
※保険診療以外のものや入院時の食事療養費に係る標準負担額は対象となりません。

※医療費助成の種類により添付書類が異なりますので、お問合せください。

　保育所・幼稚園・小中学校などでケガ等をした場合は、日本スポーツ振興センター災害共済か
ら医療費などが給付されます。日本スポーツ振興センター災害共済からの給付を優先しますので、
上記の医療費の助成を受けた場合は、返還していただくことになります。ご注意ください。

詳しくは、福祉保健課福祉係・こども支援係までお問合せください。
【問い合わせ】　福祉保健課　☎ 0736－56－2933

医療費の全額を助成

医療費助成の種類 対象（一部所得制限あり） 助成対象額（保険診療分）

重度心身障害児者
（所得制限あり）
（8 月更新）

●身体障害者手帳 1 ～ 3 級の交付を受けている人
●療育手帳 A1・A2 の交付を受けている人
　（0 ～ 65 歳未満）
※ 但し、65 歳未満に受給資格があった人は、65 歳以上

であっても継続できる場合があります。

入院・通院時の自己負担額
（保険診療分）
※ 身体障害者手帳 3 級の交付を

受けている人は入院のみ助成

ひとり親家庭
（所得制限あり）
（8 月更新）

●  18 歳の年度末までの子どもを養育している母子・
父子家庭の父または母、及び子ども

● 父母のいない 18 歳の年度末までの子ども
● 父母のいない 18 歳の年度末までの子どもを監護

しており、配偶者のいない人
※  18 歳の年度末までの子どもとは、18 歳になった日以

降の最初の 3 月 31 日までの子どものこと

入院・通院時の自己負担額
（保険診療分）

乳幼児
（8 月更新）

●  6 歳になった日以後の最初の 3 月 31 日までの子
ども

入院・通院時の自己負担額
（保険診療分）

就学児
（8 月更新）

●  6 歳になった日以後の最初の 4 月 1 日から 15 歳
になった日以後の最初の 3 月 31 日までの子ども

入院・通院時の自己負担額
（保険診療分）
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高野町地域包括支援センターよりお知らせ

【問い合わせ】  地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0736－56－2933

○介護・福祉に関する相談日を毎月第2金曜日に設けています。
6月の相談日は9日です。

誰に相談すればいいか分からない問題や、ちょっとした疑問などなんでもかまいま
せん。ご相談のある方は、直接地域包括支援センターにお越しいただくか、もしく
は電話にておたずねください。

■個別相談
キャリアコンサルタントによる「働くことに関

する相談」、臨床心理士による「こころの相談」

■出張相談会   毎月 1 回　高野町役場

■家庭訪問相談
■各種支援プログラム
コミュニケーションプログラム、就職準備講座、

パソコン講座、職場見学、職場体験など

■サポステ卒業生ステップアップ支援
仕事の定着への継続サポート

■パソコン（IT）相談も受付中
・ IT 業界で仕事したい
・仕事でパソコンを使うことに不安がある
・ 仕事に役立つパソコンのスキルを身に付

けたい
・ 子どもがインターネットにハマっていて

心配
※ 現役の IT 専門家が若者のパソコン（IT）のあらゆる
　悩み相談をお受けします。
※ 若者の仕事する内容に限らせていただきます。

相談無料・秘密厳守・要予約 働くことに不安のある無業の若者（15～39歳）の
自立・就業をサポートします。

サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の共働事業です

【日時】　6月16日（金）　13：00～16：00
【場所】　高野町役場　1 階　住民ホール

ご予約の方は、右記連絡先、または高野町福祉保健課までお電話下さい。
来月以降の日程や詳しい内容についてもお気軽にお問い合わせ下さい。

毎月第三金曜日開催中！
高野町役場サポステ出張相談会

〒648－0073　橋本市市脇1－1－6　JA橋本支店ビル2Ｆ
TEL：0736－33－2900    FAX：0736－33－2910

ＨＰは『sapokino.com』で検索！

【問い合わせ】若者サポートステーション
With You きのかわ

【若　者】
働くことに自信が持てない

�人間関係が苦手

就職活動が面倒

【ご家族・知人】
働いていない子どもの将来が不安

何を考えているのかわからない

親としてどうしていいか分からない

「若者サポートステーションきのかわ」出張相談会開催！
「働きたい」を応援します‼

サポステ支援の内容

日　時：月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　9：00～14：00　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です

場　所：子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物：水筒、タオル、着替え
お願い：子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

6日（火）

リズム体操
10：00～11：00

7日（水）

散　　歩
10：00～11：00

15日（木）

スタンプ遊び
10：00～11：00

21日（水）

園庭遊び
10：00～11：00

制作（七夕飾り）
10：00～11：00

30日（金）

みんなの集い
10：00～11：00

6 月 の 予 定
26日（月）〜
28日（水）



6月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

H29年 2月生れ

H28年12月生れ

H28年 8月生れ

H27年10月生れ

H25年10月生れ

4ヶ月児
6ヶ月児

10ヶ月児
1歳6ヶ月児
2歳6ヶ月児
3歳6ヶ月児

H29年 3月生れ
H29年 1月生れ
H28年 9月生れ
H27年11月生れ
H26年11月生れ
H25年11月生れ

27日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※ 上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考
高根集会所 2日（金）10：00 ～ 10：30
杖ヶ藪　龍福寺 2日（金）13：30 ～ 14：00
東細川集会所 13日（火） 9：30 ～ 10：00
西細川多目的集会所 13日（火）10：10 ～ 10：40
神谷多目的集会所 15日（木）10：00 ～ 10：30 10：30 ～生活ﾘﾊﾋﾞﾘ（500 円）
相ノ浦集会所 16日（金）10：00 ～ 10：30
高野山多目的集会所 16日（金）14：00 ～ 15：00
下筒香集会所 19日（月） 9：30 ～ 10：00
上筒香集会所 19日（月）10：20 ～ 10：50

（旧）筒香小学校 19日（月）11：00 ～ 11：30
桜茶屋 （秋月様宅） 20日（火）12：30 ～ 13：00
西郷集会所 20日（火）13：10 ～ 13：40
湯川集会所 22日（木）10：00 ～ 10：30 理学療法士が同行します。
大滝集会所 28日（水）14：00 ～ 14：30
中の橋老人憩いの家 30日（金）13：30 ～ 15：00
※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

医療機関では、輸血の安全性や効果から 400ml献血の需要が高まっています。
200ml献血につきましては、需要状況によりご遠慮いただくことがありますのでご了承ください。

献血にご協力をお願いします！　
6月1日木 10：00～ 12：00　金剛峯寺前駐車場

13：30～ 16：00　高野山大学

大人の健康づくり
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◆人口 3,184人（前月比－ 5）　男 1,541人／女 1,643人　世帯 1,702戸（前月比 0）
◆出生　4 人　　◆死亡　5 人　　◆転入　22 人　　　◆転出　26 人

高野町の人口
（4月末日現在）
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発行・編集

虫歯予防デーにちなんで

昨年「80 歳で 20 本以上自分の歯を残そう」と厚生労働省や
日本歯科医師会が提唱していると書きました。近ごろは口の中
を健康に保つために歯科での定期健診が推奨されています。健
診では、目や手の届きにくい所にある歯垢や歯石の清掃と一緒にブラッシング指導も受けることができ
ます。普段何気なく行っている歯磨きですが、みなそれぞれに磨き癖があり、不十分なところを気づか
せてもらえます。先日 81 歳で「歯が 20 本残っている」とおっしゃる方に出会いました。毎日畑へ出て
豆の出荷を楽しみに生活を営んでおられ、歯科への通院もしながらの 20 本だそうです。友人とのおしゃ
べりも楽しそうでした。皆さん、今一度ご自分の口の中を鏡に映して見てみましょう。今何本残ってい
ますか？歯肉が腫れていませんか？ご自身の歯を大切にしてください。

平成29年5月26日  第35号  (16)高　　KOYA　　野

高野町長　平野 嘉也

【問い合わせ】福祉保健課 保健師 　☎0736－56－２９３3

6 月号のメッセージ
 青葉まつりを来月に控え高野は益々賑やかになってきました。町として交流人口が増加するた

めに最大限の努力をして参りたく思います。
個人的な活動ですが児童・生徒等の登校時に街角に立って間もなく 3 年になります。始めた時

と明らかに違うのが外国からのお客様が増えたことです。よせば良いのに調子に乗ってこちらか
ら声をかけてしまいます。「おはよう！」「何処の国から？」…何とか私の少ない単語集を引きず

り出して応じておりますが、もっと勉強しておれば良かったと思うことばかり。よく聞かれるのは「コーヒーを飲み
たいのですが」「郵便局、駅行きのバス停はどこ？」等、朝ならではの質問が多いのかと思います。少し前であれば
避けていた存在が今は当たり前の風景となり「日常的に海外の方と触れ合う機会をもてる町であることは本当にあり
がたい話です。」 

さて町民の皆様、「徳パック」をご存知でしょうか？得をして徳を得る…題して「徳（得）パック」。昨年度から始
めた誘客（宿泊者獲得）のための補助制度です。15 名以上で研修、合宿等で新たに高野山に来て宿泊して頂くと町
から助成するという制度です。昨年度は約 1000 名のお客様にご利用いただきましたが、今後はさらに関係機関と協
力して伸ばして参りたいと思います。皆様におかれましてもこのような制度があることを情報発信して頂ければとて
も助かります。さて、本年 1 月から 3 月末までの高野町への入込数（参拝者・観光客）は県全体の発表と同時でない
と公表できないらしくこの紙面では報告できませんが、ゴールデンウィークの期間（4 月 29 日から 5 月 7 日）の速
報値は出ております。南海電車高野山駅乗降者は約 17,000 人、高野山道路を通っての入山は約 23,000 台、高野龍神
スカイラインを通っての入山は 6,200 台（※車は軽自動車、普通自動車、観光バス等でカウントしています）等、前
年度より期間が 1 日少なくまた天候も崩れた日もありましたが本年度も昨年度並みであったかと思います。 本町と
しては、田辺市、県と共に「高野山・熊野」聖地巡礼バスを企画し、高野山駅⇔熊野本宮大社間を 4 月 1 日から 11
月 30 日の間平日 1 便、土日祝は 2 便を運行しています。昨年度は土日祝日のみで約 2,000 人以上の利用があり外国人
も多く利用されておりました。この路線の課題としましては参拝者、観光客の皆様に周知する事と、路線の定着であ
ると考えます。これらを考えると平日の運行も必要となってきます。今後はこの路線に理解し参画して頂ける団体等
を増加させ安定した路線に育て、本町としては紀南方面に向かうお客様をまず高野山でお参りや宿泊していただくた
めにもこの事業をしっかり取り組みたく思います。

その他、7 月中旬から 11 月下旬まで昨年同様、関西国際空港から高野山間でリムジンバスを運行いたします。昨
年度から始めたこの路線は課題も多く、例えば接続の問題で国内線（主に羽田方面）を利用したい等様々なお声もい
ただいております。何しろ運行期間中は毎日 1 便のみということなので乗車希望の方のご期待に応えるにはまだまだ
努力しなければなりません。引き続き、路線の定着のためにしっかりと県、関連交通機関と協力してまいります。 
間もなく梅雨、そして高野山では「青葉まつり」と賑やかになってきますが高野は朝晩まだまだ気温の差がございま
す。住民の皆様におかれましては体調を崩されませんようご自愛くださいませ。 


